
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ハルヴァ

ホリック

タナトス

ロマネスク

14

罪人

0

煉獄

11
墓場（β63）

歪んだ愛（α13）

信仰心

失いたくないモノ

立ち並ぶ無数の墓石の中で立つあなた。静まり返った墓地。誰かの墓に花を捧げる。きっと大事な人だったのだろう。しかし、墓に入れなかったあなたは思う。あの墓の下で眠れたなら、その人はきっと幸せなのだろう、と。

愛しているんだからいいじゃない。そう唱えて、あなたは愛を実行した。歪んだ愛が惨劇と悲劇を招こうと気にせず、愛で蹂躙した。あの嵐のような記憶を、今のあなたはどう受け止めるだろう？

君たちは家の近くにある教会に足を運んでいた。 それは毎日の日課のように雨が降ろうとも通いなさいと両親に教えてもらったからだ。 いつものように教会に来た君たちを迎えるように、一人の少女が笑顔で手を振ってくる。 君たちは少女と共にいつも神へお祈りをささげていた。  しかし、ある日いつも来ていた少女が教会で血を吐きながら倒れているのを見つける。 教会には大人がたくさん集まっていて、少女に暴行を繰り返している。 それを止めようと駆け出した時、君たちの前に神父があらわれそしてこう言った 『あれは邪教徒の者です、近づいてはなりません。』 その言葉に貴方たちは動くことができなかった。 なぜなら、それは神への冒涜だったから

もし神様がいるのだとしたら、たった一人、親友を救えないだろうか？ 君たちはあれ以来そう願い続けていた。 そして君たちの声に、いや想いに、答えるかのように一人の男が話しかけてきた。 NC：『救えるとも、しかしそれを成すのは君たちだ…ただし対価は頂く。』 その言葉に君たちは『なんでもする！だから』そう答えた。 幼い君たちにとってそれほどまでに彼女は大切な友達だから。 『では対価に君たちの命をもらおう。再び会える日には今度こそ。救うがいい』 そう言って男は銃を構え、引き金を引いた。1 0 1

0 1 1

3 0 3

たからもの

ベス

エルルゥ

フォルミナ

依存

友情

依存

恋心

3

3

3

3

2

3

パーツとして所持。破壊で狂気点+1

ポジション

メインクラス

メインクラス

サブクラス

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

胴

脚

脚

脚

脚

堕地獄

死神

殺劇

時計仕掛け

アドレナリン

のうみそ

めだま

あご

スコップ

ガントレット

アームバイス

こぶし

うで

かた

本

しんぞう

せぼね

はらわた

はらわた

スパイク

ほね

ほね

あし

アクション

オート

オート

オート

オート

オート

オート

アクション

アクション

オート

ジャッジ

アクション

ジャッジ

アクション

オート

オート

アクション

オート

オート

ダメージ

アクション

アクション

ジャッジ

効果参照

なし

なし

なし

なし

2

2

なし

1

2

1

4

なし

なし

1

1

3

3

1

自身

自身

自身

自身

自身

0

0

自身

0

0

0

自身

自身

自身

自身

0

自身

自身

0

コストの代わりに、任意の未練へ狂気点１点を加える。配置エリアが地獄に変更される。

白兵攻撃の出目＋1してよい

同カウント内に他の姉妹が攻撃対象とした敵に攻撃判定する際、自身の攻撃判定出目＋１、ダメージ＋１してよい。

レベル3改造パーツ取得

最大行動値＋1

2

1

肉弾攻撃１

白兵攻撃1＋切断（相手の切断判定+2）、防御で軽減されない

ダメージタイミング、腕のみ「防御１」を得る。さらに、腕部にある白兵・肉弾攻撃マニューバのダメージ＋１。

支援2か妨害2

肉弾攻撃１

支援１

移動１

たからもの。擦り切れた聖書。

最大行動値＋1

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

白兵・肉弾ダメージ＋2

移動１

移動１

妨害１
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